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赤
穂
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
ク
ラ
ブ

（
33
名
）

平
成
30
年
度
関
西
小
学
校
バ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
小
学
Ａ
部
門　

金
賞

馬う

ま

ば場
　
未み

ひ

ろ宙
（
元
塩
町
・
御
崎
小
2
年
）

第
42
回
ピ
テ
ィ
ナ
・
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
全
国
決
勝
大
会　

ソ
ロ

部
門
Ａ
１
級　

金
賞

　
塚

お
き
づ
か

　
龍た
つ
は
る玄（
有
年
原
・
原
小
６
年
）

第
29
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作

品
展　

絵
画
の
部　

銅
賞

大お
お
し
ま島

　
美み

よ

こ

代
子
（
加
里
屋
）

第
72
回
日
本
書
芸
院　

三
月
審
査
会

一
科
審
査
会
員
漢
字
部
門　

史
邑
賞

木き

や

ま山
　
咲さ

く

ら良
（
中
広
・
赤
穂
小
４
年
）

平
成
29
年
度
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

決
勝
大
会　

幼
年
の
部　

優
勝

平
成
30
年
度
厚
生
労
働
大
臣
賞
第
10

回
ジ
ュ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
燦
々
優
勝
者

決
定
詩
吟
大
会　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

優
勝

尾
崎
を
語
る
会
（
11
名
）

平
成
17
年
２
月
23
日
発
足
以
来
、
赤

穂
市
内
外
の
史
跡
・
文
化
を
研
究
す

る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
毎
月
開
催

の
定
例
会
に
お
い
て
、
会
員
を
中
心

と
し
た
研
究
発
表
を
行
う
な
ど
、
地

域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
と
顕
彰
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
ふ
る
さ
と
尾

崎
」（
尾
崎
公
民
館
）
を
編
集
す
る
と

と
も
に
、
独
自
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

運
営
し
、
研
究
成
果
の
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
市
民

に
郷
土
学
習
や
歴
史
文
化
研
究
の
機

会
を
創
出
す
る
な
ど
、
本
市
の
文
化

振
興
の
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

高
雄
歴
史
を
語
る
会
（
19
名
）

平
成
５
年
４
月
１
日
発
足
以
来
、
高

雄
地
区
の
歴
史
文
化
遺
産
周
辺
の
草

刈
を
は
じ
め
、
案
内
板
の
作
成
や
道

の
整
備
な
ど
、
市
民
が
文
化
財
に
触

れ
る
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。
最
近

で
は
、
枯
木
地
蔵
の
顕
彰
や
法
要
を

毎
年
自
主
的
に
行
い
、
地
域
に
埋
も

れ
た
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
や
地
域

文
化
の
伝
承
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま

た
、
講
演
会
や
視
察
な
ど
の
研
修
を

行
う
こ
と
で
、
歴
史
文
化
研
究
の
機

会
を
創
出
し
、
本
市
の
文
化
振
興
の

向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。

伊い

と

う藤
　
敏と
し
ひ
ろ博（

南
野
中
）

平
成
元
年
か
ら
30
年
の
永
き
に
わ
た

り
赤
穂
市
民
合
唱
団
の
指
揮
者
と
し

て
活
躍
す
る
な
ど
、
本
市
合
唱
界
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。

定
期
演
奏
会
等
で
は
、
現
代
の
合
唱

曲
だ
け
で
な
く
、
歌
謡
曲
な
ど
身

近
で
楽
し
め
る
合
唱
も
提
供
す
る
ほ

か
、
他
の
一
般
参
加
者
の
指
導
を
率

先
し
て
行
う
な
ど
、
地
域
文
化
の
振

興
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

堂ど
う
も
と本

　
た
み
子こ

（
有
年
横
尾
）

平
成
元
年
か
ら
30
年
の
永
き
に
わ
た

り
、

女
性
だ
け
の
絵
画
作
品
展
「
女
・

女
・

女
展
」
の
代
表
を
務
め
る
。

喫
茶

店
で
始
ま
っ
た
作
品
展
は
、

現
在
で

は
文
化
会
館
と
市
民
病
院
の
２
カ

所
で
開
催
す
る
ま
で
に
発
展
し
て
い

る
。

ま
た
、

群
象
の
会
、

赤
穂
市
美

術
家
連
合
会
会
員
の
ほ
か
、

平
成
28

年
に
は
行
動
美
術
協
会
会
員
に
推
挙

さ
れ
る
な
ど
活
躍
し
て
お
り
、

地
域

文
化
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

山や

ま

ね根
　
弘こ

う

き毅
（
木
生
谷
）

昭
和
38
年
の
吟
道
摂
南
流
赤
穂
吟
詠

会
入
会
以
来
、
50
余
年
の
永
き
に
わ

た
り
、
市
内
外
の
吟
詠
活
動
等
へ
の

参
加
を
は
じ
め
、
集
会
所
や
自
宅
で

の
吟
詠
教
室
の
開
催
な
ど
後
進
の
指

導
に
携
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
赤
穂

吟
詠
会
会
長
や
赤
穂
市
文
化
協
会
副

理
事
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
文
化

の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。

木き

む

ら村
　
繁し
げ
ゆ
き之（
南
野
中
）

西
播
磨
ふ
る
さ
と
写
真
展
県
知
事
賞

を
は
じ
め
、
県
内
の
写
真
展
に
お
い

て
数
多
く
入
賞
・
入
選
。
ま
た
、
25

余
年
の
永
き
に
わ
た
り
フ
ォ
ト
ク
ラ

ブ
赤
穂
や
風
景
写
真
西
兵
庫
グ
ル
ー

プ
に
所
属
し
、
写
真
展
の
開
催
な
ど

市
内
外
の
写
真
活
動
へ
積
極
的
に
参

加
す
る
と
と
も
に
、
後
進
の
指
導
に

携
わ
る
な
ど
、
地
域
文
化
の
振
興
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
。

受
賞
者
決
定

受
賞
者
決
定

文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

11
月
３
日
に
文
化
会
館
で
平
成
30
年
度
赤
穂
市
文
化
賞
・
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
と
そ
の
功
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
・
学
年

表
示
は
大
会
等
の
開
催
時
に
よ
る
）

５
団
体
38
名
が
受
賞

文
化
奨
励
賞

文
化
振
興
者
賞

野の

む

ら村
　
勝か
つ
よ
し美（
大
橋
町
）

市
美
術
展
に
お
い
て
、
議
長
賞
、
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
な
ど
を
受
賞
。
メ

イ
プ
ル
写
友
会
の
会
長
を
初
代
か
ら

23
年
間
務
め
、
写
真
展
を
毎
年
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
、
赤
穂
高
校
同
窓

会
で
写
真
教
室
を
開
催
す
る
ほ
か
、

平
成
28
年
か
ら
は
自
宅
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
写
真
、
押
花
絵
展
に
提
供
す

る
な
ど
、
地
域
文
化
の
振
興
発
展
に

寄
与
し
て
い
る
。

元
塩
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

（
矢や

の野
啓け

い

こ子
、
耳み

み

だ田
ケ
イ
子こ

、
吉よ
し
お
か岡

惠え

み

こ

美
子
、
瓦
か
わ
ら
だ
に谷
し
げ
子こ

、
橋は
し
も
と本

美み

よ代
、
寺て
ら
さ
か坂
有ゆ

み

こ

美
子
）

第
73
回
国
民
体
育
大
会
公
開
競
技
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

団
体
優
勝

中な
か
む
ら村

　
由ゆ

き季
（
黒
崎
町
）

第
72
回
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技　

成
年
女
子
遠
的　

第
２
位

塚つ
か
も
と本

　
康こ
う
す
け介（

御
崎
・
赤
穂
高
３
年
）

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
水
泳
競
技
大
会

男
子
1
0
0
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
３
位

竹た
け
う
ち内 

 

生

り
ゅ
う
せ
い

（
城
西
町
・
相
生
産
業
高
３
年
）

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技

男
子
個
人
66
kg
級　

第
３
位

橋は
し
も
と本

　
和わ

か

こ

歌
子
（
中
浜
町
）

第
58
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会　

シ
ニ
ア
女
子
１
部
組
手

第
２
位

三み

む

ら村
　
天て

ん

か翔
（
高
野
・
坂
越
中
1
年
）

第
58
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会　

中
学
１
年
女
子
組
手

第
２
位

村む
ら
か
み上

　
博ひ

ろ

き樹
（
塩
屋
）

世
界
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会　

日
本

代
表
選
手
と
し
て
出
場

２
０
１
８
年
国
際
ペ
タ
ン
ク
日
本
代

表
選
手
男
子
２
次
選
考
会

男
子　

第
３
位

関
西
福
祉
大
学
剣
道
部
男
子

（
亀か

め

い井
雄ゆ

う

と登
、
東と

う

の野
正ま
さ
た
だ忠
、
中な
か
つ
か司

幸ゆ
き
や
す康
、
八や

ぎ木
謙け
ん
ゆ
う侑
、
髙た
か
は
し橋
周し
ゅ
う
す
け
佑
、

滝た
き
ざ
わ澤
暉こ
う
よ
う陽
）

第
44
回
兵
庫
学
生
剣
道
大
会

男
子
団
体
戦　

優
勝

山や
ま
も
と本

　
由ゆ
う
せ
い聖（
加
里
屋
・
赤
穂
小
６
年
）

第
29
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔

道
交
歓
大
会　

６
年
生
重
量
級

優
勝

林は
や
し
の野

　
竜
り
ゅ
う
だ
い大

（
正
保
橋
町
・
赤
穂
東
中
３
年
）

第
40
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

道
交
歓
大
会
兼
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
全

国
大
会
予
選

中
学
生
男
子
個
人
の
部　

優
勝

關せ
き

　
理り

さ

こ

咲
子
（
御
崎
・
赤
穂
東
中
３
年
）

第
40
回
兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

道
交
歓
大
会
兼
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
全

国
大
会
予
選

中
学
生
女
子
個
人
の
部　

優
勝

山や
ま
し
た下

　
智と

も

か加
（
折
方
・
赤
穂
西
中
３
年
）

中な
か
ざ
き﨑

　
桜ほ

の

か香
（
山
手
町
・
赤
穂
中
３
年
）

２
０
１
８
年
兵
庫
県
中
学
生
少
林
寺

拳
法
大
会　

女
子
組
演
武
の
部

優
勝

２
０
１
８
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大

会
兼
第
72
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会　

中
学
生
女
子
の
部　

優
勝

市い
ち
や
ま山

　
柊し
ゅ
う
た太

（
砂
子
・
県
立
大
附
属
中
２
年
）

２
０
１
８
年
兵
庫
県
中
学
生
少
林
寺

拳
法
大
会　

男
子 

単
独
演
武
の
部

優
勝

竹た
け
は
ら原

　
陸り

く空
（
塩
屋
・
塩
屋
小
２
年
）

田た

ぐ

ち口
　
煌お

う

き輝
（
中
広
・
城
西
小
２
年
）

２
０
１
８
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大
会

兼
第
72
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会

小
学
生
級
拳
士
低
学
年
の
部　

優
勝

島し

ま

だ田
　
菜な

な

こ

々
子

（
鷆
和
・
赤
穂
西
小
４
年
）

竹た
け
は
ら原

　
真ま

み美
（
塩
屋
・
塩
屋
小
４
年
）

２
０
１
８
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大
会

兼
第
72
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会

小
学
生
級
拳
士
中
学
年
の
部　

優
勝

有あ
り
よ
し吉

　
優ゆ

う

と人
（
板
屋
町
・
塩
屋
小
６
年
）

２
０
１
８
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫
県
大
会

兼
第
72
回
兵
庫
県
民
体
育
大
会

小
学
生
単
独
の
部　

優
勝

舩ふ
な
も
と本

　
愛あ

い

こ子
（
寿
町
・
姫
路
商
業
高
１
年
）

第
72
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競

技
大
会　

女
子
50
ｍ
自
由
形　

優
勝

２
０
１
８
年
度
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
兼
第
71
回
兵
庫
県
高
等
学
校

選
手
権
水
泳
競
技
大
会

女
子
50
ｍ
自
由
形　

優
勝

 

谷た
に

　
颯は

や

と人
（
加
里
屋
・
赤
穂
高
２
年
）

第
６
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
抜

大
会　

男
子
３
，
０
０
０
ｍ
競
歩　

第
８
位

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
銀
賞
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河こ
う
も
と本

　
祐ゆ

い

と

偉
斗

（
新
田
・
岡
山
商
科
大
学
附
属
高
３
年
）

第
73
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技
岡

山
県
代
表
選
手
最
終
選
考
会

男
子
４
０
０
ｍ
少
年
Ａ　

優
勝

苦に
が
う
り瓜

　
ひ
な
た

（
さ
つ
き
町
・
如
水
館
中
３
年
）

第
71
回
兵
庫
県
空
手
道
糸
東
会
選
手

権
大
会

中
学
３
年
女
子
組
手　

優
勝

三み

む

ら村
　
真ま

お央
（
高
野
・
坂
越
小
３
年
）

兵
庫
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
空
手
道
競

技
交
歓
大
会

小
学
３
年
女
子
組
手　

優
勝

第
71
回
兵
庫
県
空
手
道
糸
東
会
選
手

権
大
会

小
学
３
年
女
子
組
手　

優
勝

瀧た
き
ぐ
ち口

　
鉄て

っ

た太
（
元
沖
町
・
御
崎
小
１
年
）

第
71
回
兵
庫
県
空
手
道
糸
東
会
選
手

権
大
会

小
学
１
年
男
子
組
手　

優
勝

籔や
ぶ
し
た下

　
夢い

ぶ

き希
（
目
坂
・
高
雄
幼
稚
園
年
長
）

第
58
回
空
手
道
糸
東
会
全
国
選
手
権

大
会　

幼
児
男
女
形　

第
５
位

小こ
ば
や
し林

　
朝あ
さ（
福
浦
・
須
磨
学
園
高
１
年
）

第
50
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会　

女
子
１
，
５
０
０
ｍ　

第
２
位

女
子
３
，
０
０
０
ｍ　

第
２
位

吉よ
し
か
わ川

　
陽
ひ
な
た

（
板
屋
町
・
西
脇
工
業
高
２
年
）

第
70
回
兵
庫
県
高
等
学
校
ユ
ー
ス
陸

上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

男
子
１
，
５
０
０
ｍ　

優
勝

上う
わ
ず
み住

　
小こ

な

つ夏
（
板
屋
町
・
赤
穂
西
中
２
年
）

第
20
回
兵
庫
県
中
学
校
陸
上
競
技
新

人
大
会　

女
子
２
０
０
ｍ　

優
勝

村む
ら
し
た下

　
綺あ

や

な菜

（
正
保
橋
町
・
赤
穂
東
中
３
年
）

第
64
回
全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競

技
兵
庫
県
大
会　

女
子
８
０
０
ｍ　

優
勝

内う

つ

み海
　
条じ
ょ
う
じ
ろ
う

治
郎
（
真
殿
・
高
雄
小
５
年
）

第
16
回
兵
庫
県
小
学
生
陸
上
競
技
長

距
離
大
会　

５
年
男
子
１
，
５
０
０
ｍ　

優
勝

　

市
で
は
、
思
い
や
り
の
心
あ
ふ
れ
る

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
、
作
文
・
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
作
文

５
８
８
編
・
標
語
８
６
４
点
・
ポ
ス
タ
ー

１
４
３
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ま
が
入
賞
さ

れ
11
月
24
日
開
催
の
「
人
権
・
男
女
共
同

参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
席
で
表
彰
式
を
行

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

●
作
文
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

松ま
つ
も
と本　

夢ゆ

め

ほ朋
（
赤
穂
中
３
年
）

　

優
秀
賞

　
　

柳
や
な
ぎ　

　

志し

ほ歩
（
原
小
３
年
）

　
　

岡お
か
も
と本
幸こ

と

ね

利
音
（
高
雄
小
６
年
）

　

優
良
賞

　
　

斎さ
い
と
う藤　

弘こ

う

き騎
（
赤
穂
小
６
年
）

　
　

秋あ
き
え
だ枝　

未み

き希
（
赤
穂
西
中
２
年
）

　
　

西に

し

の野　
　

順
じ
ゅ
ん（
赤
穂
高
２
年
）

●
標
語
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

敦つ

る

が賀　

祥し
ょ
う
た太（
赤
穂
小
４
年
）

　

優
秀
賞

　
　

久く

が我　

琉る

い維
（
尾
崎
小
３
年
）

　
　

藤ふ

じ

た田　

莉り

さ沙
（
塩
屋
小
４
年
）

　

優
良
賞

　
　

名な

だ田　

陸り

く

と人
（
坂
越
小
３
年
）

　
　

赤あ
か
ま
つ松　

駿は

や

と仁
（
御
崎
小
５
年
）

　
　

近こ
ん
ど
う藤　

太た

い

ち一
（
原
小
６
年
）

●
ポ
ス
タ
ー
の
部

　

最
優
秀
賞

　
　

西に
し
お
く
ま

奥
間
琴こ

と

み美
（
赤
穂
高
校
１
年
）

　

優
秀
賞

　
　

西に
し
が
き垣

み
の
り
（
城
西
小
１
年
）

　
　

塚つ
か
も
と本　

安あ

き紀
（
赤
穂
高
校
２
年
）

　

優
良
賞

　
　

明あ

か

し石　

優ゆ

い衣
（
御
崎
小
６
年
）
）

　
　

小お

の野　

七な

な

み海
（
赤
穂
中
１
年
）

　
　

筒つ

つ

い井　
　

桜
さ
く
ら（
赤
穂
高
校
１
年
）

応
募
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ

の
作
品
は
、
人
権
啓
発
の
場
で
発
表
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ポスターの部
最優秀賞作品

人
権
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
定

市
民
対
話
課
　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
係
　
☎︎
43
・
６
８
１
８

平成31年度採用 市職員（事務職・土木職・建築職）を募集します
～移住定住（ＵＪＩターン）をお考えの皆さまへ～

●採用日　平成31年４月１日

職　種 採用予定人員 受　　験　　資　　格

事　務　職 若干名

① 日本国籍を有する昭和58年４月2日以降に生まれた人（平成31年4月1日における
満年齢が35歳までの人）で、 学校教育法による短期大学以上を卒業した人

② 10月23日（告示日）現在、 赤穂市以外に住所を有し、 採用後、 赤穂市内に居住する
意思のある人

③民間企業等での職務経験年数が２年以上の人

土　木　職 若干名

① 日本国籍を有する昭和58年4月2日以降に生まれた人（平成31年4月1日における
満年齢が35歳までの人）で、 学校教育法による高等学校以上を卒業した人のうち土
木職に必要な専門知識を有する人

② 10月23日（告示日）現在、 赤穂市以外に住所を有し、 採用後、 赤穂市内に居住する
意思のある人

③民間企業等での職務経験年数が２年以上の人

建　築　職 若干名

① 日本国籍を有する昭和58年4月2日以降に生まれた人（平成31年4月1日における
満年齢が35歳までの人）で、 学校教育法による高等学校以上を卒業した人のうち建
築職に必要な専門知識を有する人

② 10月23日（告示日）現在、 赤穂市以外に住所を有し、 採用後、 赤穂市内に居住する
意思のある人

③民間企業等での職務経験年数が２年以上の人

●試験日　12月16日（日）、17日（月）

●受付期間　11月１日（木）〜27日（火）

●試験会場　市役所

●その他　 詳細は人事課で配布している「試験案内」またはホームページを確認してください。

●問い合わせ先　 総務部人事課　☎︎４３・６８６３

赤穂市民病院からのお知らせ
もう一度助産師 ・ 看護師として働いてみませんか？

職場復帰のための研修会 市民病院　☎︎４３ ・ ３２２２（代）

眠っているせっかくの免許証を生かしませんか？

あなたの職場復帰をお手伝いします。

再就職に関して不安をお持ちの人を対象に、 市

民病院職員が、 お話をさせて頂きます。 迷っている

人、今すぐ就職できない人も気軽にご参加ください。

● 募集条件　看護師・助産師免許を有し、将来的

に臨床現場への復帰を希望される潜在看護師・

助産師の人（当院への就職が、研修受講の条件

ではありません）

●募集人数　５名程度

●研修日時　12月11日（火）

午前９時30分～午後３時

●研修会場　市民病院４階寺子屋・デイルーム

●ユニフォーム

△  

当院で用意します。（申し込み時に洋服のサイズ

と身長をお知らせください）　

△

髪が長い人は、

まとめるためのピンやゴムをご用意ください。

● ご準備いただくもの　

△

筆記用具　

△

白系の運

動靴（上履き）　

△

昼食（食堂 ・ コンビニもありま

す。）

● その他　研修日には、未就学児のお子さまをお

預かりすることができます。（申し込みの際に、

お知らせください）　

△

一度研修を受講され、

再度ご希望の人も申し込みしていただけます。

● 申し込み　11月20日（火）までに受講申込書に

氏名、住所等を明記し、市民病院までメール、

FAX または電話。

※ 受講申込書は、市民病院４階 総務課で配布し

ています。

●申込、問い合わせ先

市民病院看護部　教育担当　喜多川

メール　kango1090＠ amh.ako.hyogo.jp

☎︎４３・３２２２（代）　FAX ４３・０３５１

問
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７月13日から９月５日の期間で「我が家のアイデア朝ごはん」を募集したところ、230作品の応募があり、

その中から書類選考で選ばれた５作品により、９月22日に赤穂すこやかセンターで二次審査を行いました。

完成した朝ごはんは、野菜たっぷりで彩り豊かな一品や夏野菜を使って食感にもこだわったお焼き、包丁

を使わないお手軽丼や、くっつかないホイルで作るオムレツなどアイデアあふれる作品ばかりでした。

審査は「朝食にふさわしい手軽さ等の献立内容」「包丁の使い方等の調理作業」「彩り等の出来上がり」「朝ご

はんに込められた思い」を基準に審査員が厳正に行い、受賞者を決定、表彰しました。

保健センター　☎︎４６ ・ ８７０１

苅
か り た

田和
わ か な

奏さん ・ 美
み ほ

保さん

やるきあげあげミルクレープ

原
は ら だ

田悠
ゆうせい

生さん ・ 佳
よしのり

紀さん

大
おおしま

島わかなさん ・ 幸
ゆ き え

恵さん

桶
おけぐち

口雅
まさゆき

行さん ・ 正
ま さ き

樹さん

竹
た け だ

田夕
ゆ う き

綺さん ・ 麻
あ さ み

美さん

「朝からお手軽丼」

「しめじとにらのオムレツ」

「夏のねばふわスタミナお焼き」

「カラフルサラダ」

赤相栄養士会長賞

赤穂市いずみ会長賞

平田調理専門学校長賞

健康福祉部長賞

▲  受賞作品の詳しいレシピ

は左の QR コードからご

覧ください。

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

キ
ン
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

問

問

こ
ど
も
育
成
課　

☎
43
・
７
０
６
５

平
成
30
年
度
第
３
期
（
12
〜
２
月
）
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
実
施
保
育
所

御
崎

・
坂
越

・
有
年
保
育
所

●
対
象
者

平
成
28
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
幼
児
と
そ
の
親　

各
30
組

●
活
動
日
時

月
３
回　

午
前
10
時
〜
11
時

●
参
加
料

月
額
１
，
０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法

11
月
20
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分
ま
で

に
、
希
望
す
る
保
育
所
に
申
込
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

御
崎
保
育
所　
　
　
　

☎
42
・
３
３
３
８

坂
越
保
育
所　
　
　
　

☎︎
48

・
８
４
５
８

有
年
保
育
所　
　
　
　

☎︎
49

・
２
２
９
７

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、
毎

日
し
っ
か
り
と
美
味
し
く
食
べ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
噛
む
こ
と
は

脳
の
活
性
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
、
高
齢
者
の
健
康
や
介
護

予
防
の
話
題
で
、
も
し
か
す
る
と
『
オ
ー

ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
』
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
状

態
で
あ
る
の
か
、
ピ
ン
と
こ
な
い
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。

食
事
で
よ
く
食
べ
こ
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
た
、
固
い
物
が
噛
め
な
く
な
り
、

む
せ
る
こ
と
も
増
え
、
さ
ら
に
滑
舌
も

悪
く
な
っ
て
き
た
・
・
・
。
こ
う
し
た

状
態
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

『
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
＝
口
の
機
能
の

衰
え
』
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

う
ま
く
噛
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
、

食
べ
ら
れ
な
い
食
品
が
増
え
る
た
め
、

食
事
量
や
食
欲
が
減
少
し
て
い
き
ま
す
。

栄
養
が
摂
取
で
き
な
け
れ
ば
身
体
は

弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
口
を

動
か
す
機
能
の
低
下
は
、
発
音
や
会
話

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
人
と
会
っ
た
り
、
外
出
す
る

こ
と
が
し
だ
い
に
お
っ
く
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
へ
の
意
欲
低
下

は
や
が
て
全
身
機
能
の
低
下
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

で
は
、『
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
』
を
食

い
止
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
話
す
、
食
べ
る
な
ど
日
常

の
行
為
を
通
じ
て
、
口
を
し
っ
か
り
動

か
し
て
使
う
こ
と
が
大
事
で
す
。「
食
事

は
よ
く
噛
む
よ
う
に
す
る
。
」「
歯
磨
き
や

入
れ
歯
の
手
入
れ
な
ど
毎
日
し
っ
か
り

口
の
中
を
ケ
ア
す
る
。
」
な
ど
普
段
か
ら

意
識
し
て
実
践
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
む
し
歯
や
歯
周
病
、
歯
の

か
み
合
わ
せ
の
不
具
合
な
ど
の
不
調
が

あ
れ
ば
適
切
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

『
オ
ー
ラ
ル
・
フ
レ
イ
ル
』
の
始
ま
り
は
、

自
分
で
気
付
か
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

か
ら
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
で
の
定

期
的
な
健
診
を
う
け
る
、
と
い
っ
た
客

観
的
な
チ
ェ
ッ
ク
も
重
要
で
す
。

健
康
長
寿
の
た
め
に
『
オ
ー
ラ
ル
・
フ

レ
イ
ル
』
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

赤
穂
市
民
病
院
　
歯
科
口
腔
外
科
　
　
田
村
　
佳
代

し
っ
か
り
歩
き
、

し
っ
か
り
噛
ん
で
し
っ
か
り
食
べ
、

し
っ
か
り
社
会
参
加
！

成
人
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

市
で
は
年
間
を
通
し
て
成
人
歯
科
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す

●
受
診
対
象
者　

40
歳
以
上
の
市
民

● 

健
診
の
内
容　

歯
科
医
師
に
よ
る
問

診
・
口
腔
内
診
査

● 

健
診
料
金　

年
度
に
１
回
無
料
（
健
診

の
結
果
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
は
、
治
療
の
費
用
は
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。
）

● 

受
診
方
法
　
受
診
に
は
予
約
が
必
要

で
す
。
事
前
に
成
人
歯
科
健
診
実
施

医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。    

医療機関名 所在地 電話 医療機関名 所在地 電話

赤井歯科医院 中広 42・2213 シオヤ赤井歯科医院 新田 45・0234

あ き た 歯 科 加里屋 46・0177 せんざき歯科医院 元沖町 43・6480

赤穂はくほう会病院 加里屋 45・7281 谷野歯科医院 尾崎 42・2131

内田歯科医院 加里屋 42・0578 田原歯科医院 山手町 42・1388

内田デンタルクリニック 上仮屋北 43・8245 茶谷歯科医院 松原町 45・2570

加藤歯科医院 坂越 48・8118 とね歯科クリニック 尾崎 46・3800

亀井第二歯科医院 加里屋 45・1181 中田第２歯科医院 南野中 45・1201

川西歯科医院 加里屋 42・2180 清 水 歯 科 加里屋 45・8832

木南歯科医院 大町 42・0558 山根歯科医院 新田 42・0777

米谷歯科医院 加里屋 43・1260

◆成人歯科健診実施医療機関問

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
46
・
８
７
０
１
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Ｈ２９.４.１
現在

Ｈ２９.４.１～Ｈ３０.４.１ Ｈ３０.４.１
現在採用者 退職者

職員数 ９７１ ６１ ７９ ９５３

区分

 部門

職員数
対前年
増減数

主な増減理由平成
２９年

平成
３０年

一
般
行
政
部
門

議 会 ３ ３

総務企画 ５６ ５６

税 務 １５ １５

民 生 ７９ ７９

衛 生 ４６ ４５ △１ 退職者による欠員

労 働 ０ ０

農林水産 １２ １２

商 工 ８ ８

土 木 ４０ ４０

小計 ２５９ ２５８ △１

特
別
行
政
部
門

教 育 １０８ １０９ １ 幼稚園教諭の増員

消 防 ９８ ８４ △１４ 新都市分署受託廃止に伴う減員

小計 ２０６ １９３ △１３

普通会計計 ４６５ ４５１ △１４

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病 院 ４５６ ４５１ △５ 退職者による欠員

水 道 ２３ ２３

下水道 １０ １１ １ 欠員補充

その他 １７ １７

小計 ５０６ ５０２ △４

合　　計 ９７１ ９５３ △１８

区分
２０歳
未満

２０歳〜
２３歳

２４歳〜
２７歳

２８歳〜
３１歳

３２歳〜
３５歳

３６歳〜
３９歳

４０歳〜
４３歳

職員数 ２ ５７ １０９ １００ ９７ ７４ １１０

区分
４４歳〜
４７歳

４８歳〜
５１歳

５２歳〜
５５歳

５６歳〜
５９歳

６０歳
以上

計

職員数 １０２ ８７ １０６ ７７ ３２ ９５３

年度

区分
Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

過去５年間の
増減数（率）

一般行政
部 門

２５７ ２５１ ２５７ ２６０ ２５９ ２５８ １人（０.４％）増

教 育 １１１ １１４ １１０ １０７ １０８ １０９ ２人（１.８％）減

消 防 １００ １００ １００ ９８ ９８ ８４ １６人（１６.０％）減

普通会計
計

４６８ ４６５ ４６７ ４６５ ４６５ ４５１ １７人（３.６％）減

公営企業等
会計　　計

４５１ ４６４ ４７７ ４９８ ５０６ ５０２ ５１人（１１.３％）増

総合計 ９１９ ９２９ ９４４ ９６３ ９７１ ９５３ ３４人（３．７％）増

区分
人口

（年度末）
歳出額
Ａ

実質
収支

人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
２８年度の
人件費率

平成
２９年度

人
４８，１７７

千円
20,458,679

千円
142,864

千円
3,837,213

％
１８. ８

％
１８．５

区分
職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり
給与費

（Ｂ/Ａ）給 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成
３０年度

人
４６６

千円
１,７２９,７３０

千円
４０２,０４１

千円
６７９,８０５

千円
２,８１１,５７６

千円
６,０３３

一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円

３１６,１７０
円

３82,770
歳月

４１.７
円

２１７,８１３
円

３０８,４６４
歳月

５２.０

区　分
平均給料

月額
平均給与

月額
平均年齢

清掃職員
円

２７６,０６３
円

３２３,７７１
歳月

４９.２

給食調理員 ２２３,６８６ ２４６,２０７ ５３.８

用務員 ２５８,４４０ ２８２,２８２ ５４.８

運転手 ３０１,０００ ３４９,６５６ ５３.０

その他 ２７７,５１７ ３０２,６０１ ５３.８

年　度 Ｈ２８ H ２９

団体区分 赤穂市 赤穂市 県内の市平均 全国の市平均

指　　数 ９６．２ ９６．８ ９９．６ ９９．１

区　　　分
赤穂市 国

初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一 般

行政職

大学卒 １７９,２００円 １97,２００円 １７９,２００円 191,100円

高校卒 １47,100円 １58,300円 １47,100円 １５５,５００円

区　　分 経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年

一般行政職 大学卒 ２６１，７６７円 ３０１，７５０円 ３４９，３００円

技能労務職 高校卒 ー円 ー円 ー円

区　　分 ８級 ７級 ６級 ５級

標準的な役職 理　事 部　長
参　事
課　長

主幹

職 員 数 ２人　 ８人　 ３５人　 ２６人　

構 成 比 １．１％　 ４．３％　 １８．６％　 １３．８％　

参
考

１年前の構成比 １．０％　 ３．６％　 ６．６％　 １１．７％　

５年前の構成比 ー　 ２．０％　 １０．４％　 １３．４％　

４級 ３級 ２級 １級

計
係　長 主　査

主　事
技　師

事務員
技術員

２８人　 ２６人　 ５３人　 １０人　 １８８人　

１4.9％　 １３．８％　 ２８．２％　 ５．３％　 １００％　

28.4％　 １３．７％　 ２７．９％　 ７．１％　 １００％　

13.9％　 ３５．６％　 １６．３％　 ８．４％　 １００％　

昇級区分
極めて
良好

特に良好 良好
やや良好
でない

良好
でない

昇級の
号級数

一般職員 ８号級以上 ６号級 ４号級 ２号級 ０

55歳以上※ ２号級以上 １号級 ０ ０ ０

手当支給職員の割合（普通会計） ２４．２％　

支給職員１人当たり平均支給年額 ６１，１６８円　

手当の種類（手当数） １２　

代表的な

手当の名称

支給額の多い手当
清掃作業手当
し尿処理作業手当
夜間特殊業務手当

多くの職員に支給
されている手当

清掃作業手当
し尿処理作業手当
夜間特殊業務手当

平成２９年度
　支給総額 １０６，７１２千円　

　職員１人当たり支給年額 ２６５千円　

平成２８年度
　支給総額 ９２，９１１千円　

　職員１人当たり支給年額 ２２８千円　

赤　　　穂　　　市 国

　　期末手当 　勤勉手当 　　期末手当 　勤勉手当

  ６月期 １．２２５月分 ０．８５月分   ６月期 １．２２５月分 ０．８５月分

１２月期 １．３７５月分 ０．９５月分 １２月期 １．３７５月分 ０．９５月分

計 ２．６０月分 １．８月分 計 ２．６０月分 １．８月分

職制上の段階、 職務の級等による加算措置有 職制上の段階、 職務の級等による加算措置有

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況

期末手当は６月１日および１２月１日（基準日）にそれぞれ在職する職員の在職

期間に応じて支給され、 勤勉手当は基準日にそれぞれ在職する職員に対し、

基準日以前６カ月以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて支給されま

す。

赤　　穂　　市 国

（支給率） 自己都合 早期 ・ 定年 （支給率） 自己都合 早期 ・ 定年

勤続２０年 ２０．４４５月分 ２５．５５６２５月分 勤続２０年 １９．６６９５月分 ２４. ５８６８７５月分

勤続２５年 ２９．１４５月分 ３４．５８２５月分 勤続２５年 ２８．０３９５月分 33.270750月分

勤続３５年 ４１．３２５月分 ４９．５９月分 勤続３５年 ３９．７５７５月分 ４7.709月分

最高限度額 ４９．５９月分 ４９．５９月分 最高限度額 ４７．７０９月分 ４7.709月分

その他の加算措置

  定年前早期退職特例措置

　(３～ 30% 加算 )

１人当たり平均支給額

自 己 都 合 : ２, １１９千円

早期・定年 : ２１, ５７０千円

その他の加算措置
  定年前早期退職特例措置
　( ２～４５% 加算 )

公表の趣旨

　この紙面は、市の人事行政の公正性、透明性を

確保するため、職員数、給与、その他の勤務条件

に関する状況を市民の皆さまに公表するものです。

１ 職員の任免および職員数に関する状況

（１） 採用・退職者数

（２） 部門別職員数の状況と主な増減理由 (各年４月１日現在）

（注）　 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派

遣職員などを含み、臨時および非常勤の職員は除いています。

（３） 年齢別職員構成の状況　（平成３０年４月１日現在）

（４） 職員数の推移

平成28年４月１日から平成31年４月１日を計画期間とし

た定員適正化計画の策定により、多様化する市民サービス

に対応できる適正な定員管理に努めることとしています。

平成30年は、新都市分署受託廃止に伴う消防職の減員や、

病院事業における医師等退職者による欠員のため、職員数

が減少しました。

（注）　Ｈ26までの職員数には教育長を含みます。

２ 職員の給与の状況

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

（２） 職員給与費の状況（普通会計予算）

（注）　職員手当には退職手当を含んでいません。

（３）  職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢
の状況　（平成３０年４月１日現在）

（技能労務職の内訳）

（４） ラスパイレス指数の状況　（各年４月１日現在）

（注）　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地

方公務員の給与水準を示す指数です。

（５） 職員の初任給の状況　（平成３０年４月１日現在）

（６） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　（平成３０年４月１日現在）

（７） 一般行政職の級別職員数の状況　（平成３０年４月１日現在）

（注）　赤穂市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

（８） 昇給への勤務成績の反映状況
１月１日における昇給の号給数は、６月および１２月の勤勉手当における

人事評価等を参考として、以下の定める基準に基づき実施しています。（平成

３０年１月１日現在）

※ 医療職給料表（１）の適用を受ける職員は除き、技能労務職は、55歳以上を

57歳以上と読み替えます。

（９） 職員手当の状況

①平成２９年度の期末手当・勤勉手当の状況

②平成２９年度の退職手当の状況　（平成３０年４月１日現在）

（注） １人当たり平均支給額は、平成２９年度に退職した全職種の職員に支給

された額の平均です。

③平成２９年度の特殊勤務手当の状況

（注） １人当たり平均支給年額は、普通会計決算をもとに算出しています。

④時間外勤務手当の状況

人事課　☎︎４３ ・ ６８６３
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区分 内　　　容

国
の
制
度
と
の
異
同

支給実績

 

支
給
職
員
１
人
当
た
り

 

平
均
支
給
年
額

扶
養
手
当

配偶者 　　6,500円

子　　　　 10,000円

父母等　   6,500円

特定年齢に係る加算

子1人5,000円

同 ５９，５２２千円 ２６２千円

地
域
手
当

給料の６％
（国は給料、扶養手当、管理
職手当の合計額の６％）

異 １０７, １９３千円 ２２５千円

住
居
手
当

貸家居住者　　12,000円を
超える家賃の額

(27,000円を限度 )
同 ２３，８７８千円 ３１０千円

通
勤
手
当

交通機関利用者 
運賃等相当額
          (55,000円を限度 )
自動車等利用者
片道２km 以上の者

(2,000円～ 31,600円 )

同 ２１，５９５千円 ６１千円

区　　分 給料月額等

給　料
市　長
副市長
教育長

８９４，０００円
７４２，０００円
６４４，０００円

報　酬
議　長
副議長
議　員

４８６，０００円
４１５，０００円
３７５，０００円

期　末
手当等

市　長
副市長
教育長

（２９年度支給割合）
６月期
１２月期
計
※ 加算措置

期末手当
2.075月分
2.325月分
4.4月分
有

議　長
副議長
議　員

（２９年度支給割合）
６月期
１２月期
計
※ 加算措置

期末手当
2.075月分
2.325月分
4.4月分
有

職員の
勤務時間

１週間の正規の
勤務時間

開始時間 終了時間 休憩時間

３８時間４５分 ８時３０分 １７時１５分
１２時～

　　　１３時

年次
休暇

内　　　容
平均取得
日　　 数

前年平均
取得日数

１年に最大２０日付与（１年で消化でき
なかった場合は翌年にのみ繰越可）

９．４ ９．０

取得期間 ３カ月未満 ３～６カ月 ６～９カ月 ９カ月以上 合　計

取得者数 ０ ０ ０ １０ １０

取得期間 １カ月未満 １～２カ月 2 ～ 3カ月 ３～４カ月 ４～５カ月 ５～６カ月 合　計

取得者数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

種　類 戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計

処分件数 ０ ０ ０ ０ ０

研修の種類 内　　容 研修受講人数

派遣研修
市町村職員中央研修所等において
開催される研修

延１９０名　

庁内研修 庁内講師および派遣講師による研修 延１，２３４名　

自主研修
職員の自主的な参加に基づく研修お
よび報告会等

延１３７名　

区　分 実　施　主　体 内　　　容

共済

制度

兵庫県市町村職員共済組合 短期給付、長期給付等（民間でい

う社会保険、厚生年金）に関する

事業を行っています。公立学校共済組合兵庫支部

赤穂市職員互助会
職員の相互共済および福利増進

のための事業、各種給付事業、貸

付事業等を行っています。

公務

災害

補償

地方公務員災害補償基金

公務員が、公務上受けた労働災害

（公務災害）について、地方公務員

災害補償法に基く補償を行いま

す。

平成２９年度早期 ・ 定年退職者 左記のうち再任用職員

１８名 １５名

平成２９年度
　支給総額 ４１，６２８千円　

　職員１人当たり支給年額 ５２０千円　

平成２８年度
　支給総額 ４３，８０５千円　

　職員１人当たり支給年額 ５５４千円　

⑤管理職手当の状況

⑥その他の手当　（平成３０年４月１日現在）

（注）　 支給実績および１人当たり平均支給年額は、 平成２９年度の普通会計決算をもとに算

出しています。 扶養手当の特定年齢に係る加算は、 満15歳に達した最初の4月1日か

ら満22歳に達した最初の3月31日までの間が対象です。

（１０） 特別職の報酬等の状況　（平成３０年４月１日現在）

３  職員の勤務時間その他勤務条件および

服務の状況

（１） 一般職員の勤務時間の状況

（２） 年次休暇の取得可能日数および取得状況　(平成２９年中）

（３） 育児休業の取得状況　(平成２９年度）

育児休業を新たに取得した職員数と取得予定期間

（４） 介護休暇の取得状況　(平成２９年度）

介護休暇を取得した職員数と取得期間

※休暇の種類等については、 赤穂市ホームページをご覧ください。

４ 職員の分限および懲戒処分の状況

   （平成２９年度）

（1） 分限処分の種類および件数

分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障の

ために職務の遂行に支障がある場合や長期休養を要する場

合など、公務能率を維持するために問題が生じた時に、任

命権者の権限で、降任、免職、休職、降給させることがで

きるものです。

処分件数　　　休職処分　　６件 （心身の故障による）

　　　　　　免　　職　　１件

（2） 懲戒処分の種類および件数

懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、

職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合、全体の奉

仕者たるにふさわしくない非行のあった場合、免職、停職、

減給、戒告となるものです。

区　　分 退　職　手　当　の　支　給　割　合

市　長

副市長

教育長

在職期間１期（４年） 17,165千円
（１月につき給料月額の100分の40）

在職期間１期（４年） 　８, ５４８千円
（１月につき給料月額の100分の２４）

在職期間１期（３年） 　４, １７３千円
（１月につき給料月額の100分の１８）

（１１） 特別職の退職手当の状況　（平成３０年４月１日現在）

５  職員の研修および人事評価の状況

（平成２９年度）

（１） 職員研修

（２） 人事評価の目的

人事評価は、職員が職務を遂行するにあたって発揮した

能力と業務目標に対する成果を把握し、人事管理の基礎と

して活用するものです。評価の際に自己評価や面談を行う

ことで、従来の勤務評定に比べて、さらに客観性と透明性

を高めるとともに、より高い能力を持った職員の育成につ

なげることを目的として実施しています。

（３） 人事評価の実施状況

ア 対 象 者 　全職員

イ 評 定 者 　原則として直近の上司２名

ウ 基 準 日 　各年９月３０日および３月３１日

エ 評 定 期 間

能 力 評 価 　４月１日～９月３０日（基準日９月３０日）

　１０月１日～３月３１日（基準日３月３１日）

業 績 評 価 　４月１日～３月３１日（基準日３月３１日）

６ 職員の福祉および利益の保護の状況

７ 勤務条件に関する措置の要求の状況

８ 不利益処分に関する審査請求の状況

９ 内部通報に関する状況

10 職員の再任用の状況  （平成３０年４月１日）

措置要求件数　　　０件

審査請求件数　　　０件

内部通報件数　　　０件

（注） 　 再任用職員には企業会計、文化とみどり財団および社会福祉協議会職

員も含んでいます。

※人事行政の運営等の状況については、企業会計分を含め、赤穂市ホームページにも掲載しています。

市内循環バス「ゆらのすけ」からのお知らせ
●年度別乗車人数状況（過去２年） ［有料 ・ 無料合計］（人）

南北
ルートＡ

（有年東部）

南北
ルートＢ

（有年西部）

東　西
ルート

高　野
ルート

みどり団地
ルート

計

H29.4 ～
H30.3

4,739 6,519 4,980 4,153 2,098 22,489

H ３０.4 ～
H30. ９

2,517 3,125 2,472 2,014 1,064 11,192

「ゆらのすけ」からのお願い

　ゆらのすけの運行ルートには、狭い道路が含まれています。路上

駐車や、個人の敷地から道路に張り出す立ち木の枝などは、運行の

妨げになる場合がありますので、沿線地域の皆様におかれましては、

スムーズな運行にご協力をお願いします。

●問い合わせ先

・運賃、運行時刻などについて㈱ウエスト神姫赤穂営業所 ☎︎４３ ・ ３３２５

・ 「ゆらのすけ」全般について　　　　　　　 　企画広報課 ☎︎43 ・ ６８６７

「市民の声」
（市民からの要望等の件数を公表します）

平成30年４月から９月までの間に、市民や団体等か

ら市民対話課に寄せられた様々な要望・提案・意見な

どについて、種類別に分類した件数を公表します。市

では市民等との協働のまちづくりを推進するため、こ

れからも「市民の声」に迅速かつ的確に対応できるよう

努めてまいります。
（平成30年度上期分）

市民の声の内容 件数

道路・河川等維持に関すること １９

ごみ処理・騒音・悪臭等環境に関すること ２

公園管理に関すること ０

空地・隣地等に関すること ３８

動物・害虫に関すること ４

制度・組織に関すること ２

市施策に関すること ８

その他 ３４

合計（市民対話課に寄せられたもの） １０７

●問い合わせ先　　 市民対話課（市役所南玄関を入っ

て  すぐ右側 ) 　   ☎︎４３ ・ ６８１８

※ 市民対話課は市民の皆さまからの市に対する要望・

提案・意見・相談等についての第１窓口です。担当

の窓口がわからない時等は、市民対話課へ問い合わ

せくだされば担当へおつなぎしますので、気軽に相

談ください。
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フォトニュース

10月７日から14日に開催されたル・ポン国際音楽祭2018 赤穂・姫路

ハーモニーホールで２日間に渡り行われた赤穂公演では、満員の観衆が集う

中、ベルリン・フィル第１コンサートマスターの樫本大進音楽監督を始めと

する世界一流のアーティストによって、美しい音楽が奏でられました。

①②③音楽祭の様子（10/ ７, ８　ハーモニーホール）

④講演終了後にはアーティストのサイン会が開かれました。（10/ ８）

⑤プリコンサートではハーモニーヴァイオリンアンサンブル教室生と樫本さ

んが共演しました。（10/ ８）

⑥ボランティア交流会でボランティアの皆さまと交流するアーティスト

（10/ ８）

赤ちゃん先生

第34代赤穂義士娘に、千
せ ん だ

田有
あ り さ

紗さん（写真：左）と数
か ず お

尾彩
あ や み

水

さん（写真：右）が選ばれました。義士娘となった２人は「第

115回赤穂義士祭」の忠臣蔵パレードを彩る「義士娘人力道

中」でデビューし、来年の義士祭までの１年間、全国に赤

穂の魅力をＰＲしていきます。　　　　（10/14　市役所）

みんな

キラキラ
運動会

10/12 ～ 14に横浜の日産スタジアムで行われた、

「ジュニアオリンピック陸上競技会・女子3000ｍ」

において、東中の村下綺菜さんが見事4位に入賞

されました。　　　　　　　　（10/19　市長室）

市内の幼稚園・保育

所で運動会が開催さ

れ、保護者が見守る

中、一生懸命な姿を

披露しました。

第34代義士娘が決定！！

❶

❷

がついている写真は、写真が動き出す「AR（拡張現実）」を導入しています。動画を見るには無料アプリ「Aurasma」

が必要です。導入方法などについては市ホームページをご覧ください。（アドレス） http://www.city.ako.lg.jp/ar.html

の記事は、赤穂市公式Facebookページ『赤穂市広報』にて公開しています。

の記事は、マーク上部のQRコードを読み込むと、赤穂市公式YouTubeチャンネル『Channel AKO』にて動画がご覧いただけます。

ジュニアオリンピック4位入賞 !!

赤穂観光大使に片上道範氏

赤穂中学校3年生が赤ちゃんとふれあ

い、 命の不思議さと大切さを学びまし

た。 　　　　　　（10/25　赤穂中学校）

東京在住の歯科医、片上道範氏が観光大使に委嘱

されました。長年に渡り歯科医として活躍される

一方、ふるさと赤穂の PR に貢献されており、今

後とも赤穂市の魅力発信にご協力いただきます。

（10/ ９　市長室）

優勝しました ‼

健康づくり推進功労者表彰

（10/13　尾崎保育所） （10/ ８　塩屋幼稚園） ９/22・23に福井県でおこなわれた「第73回国民体

育大会・グラウンドゴルフ競技団体戦」において、

元塩グラウンドゴルフ同好会が兵庫県代表として

見事優勝されました。　　（９/27　市長応接室）

永年、健康相談員として市民の健康づくりに貢献

されている小林枝美さんに、感謝状と記念品を贈

呈しました。　　　　　　　　　（９/28　市長室）

１ ２

３ ４ ５

６
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介護保険相談室

介護認定の申請について
高齢者を見守る支えるネットワーク

　医療介護課　介護保険係　☎︎ 43 ・ 6947

国保証の更新を行います

国保医療だより  医療介護課　国保医療係　☎︎ 43 ・ 6813

● 認定調査の連絡先

 調査の日程等の調整のため、日中に連絡がとれる

本人、ご家族の電話番号　

● 訪問調査時、同席の有無

 調査に同席する人がおられる場合は、その氏名

など

● 訪問調査の実施場所

 調査員が自宅や施設等を訪問しますので実施場所

が病院や施設の場合は、名称、住所、電話番号、

部屋番号

● 認定調査に都合の悪い曜日・時間帯

 本人と調査に同席する人が都合の悪い曜日・時間

帯を記入してもらい、実際の調査日時は電話調整

の上、決定します

● 認定調査について伝えておきたいこと

 申請のきっかけ、特に気になる症状・行動、ご本

人の普段の生活環境、使いたいサービスや、介護

者のお困りのことなど

● 主治医について

 介護認定にあたっては、主治医意見書が必要とな

りますので、主治医意見書の作成を希望する主治

医の氏名、医療機関、最終受診日や今後の受診予

定日

事前に主治医に介護認定の申請についての連絡を

お願いします

※ 主治医意見書の作成依頼は市役所が行い、意見書

作成料の自己負担はありません 

● 現在利用している介護保険サービスについて

現在利用している介護保険サービスの種類や回数

　介護保険サービスを利用するには、介護認定の申請が必要になります。申請には、介護保険被保険者証等

が必要です。申請後、認定調査員の訪問調査がありますので、申請の際に下記項目を記入いただくこととな

ります。

国民一人ひとり、ねんきんネット等を活用しなが

ら、高齢期の生活設計に思いを巡らしていただく日

として、11月30日を「年金の日」としています。

この機会に、ねんきん定期便やねんきんネットで、

ご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、未来

の生活設計について考えてみませんか。

電話での年金相談は「ねんきんダイヤル」へ

お問い合わせください。

0570・05・1165（03・6700・1165）

● ねんきんネット登録のご案内

ねんきんネットに登録すると24時間いつでもどこ

でも、パソコンやスマートフォンから自身の年金情

報を確認することができます。国民年金だけではな

く、厚生年金、共済年金の記録も確認可能です。また、

「かんたん試算」でおおまかな年金額の試算をした

り、さまざまな条件を設定することで将来受け取る

年金額を細やかに試算したりすることも可能です。

ねんきんネットは市役所の窓口でも確認できます

インターネットのご利用が難しい人には、市役所

の窓口で申し込みしていただくことで年金記録を確

認できますので、お気軽に年金担当へお問い合わせ

ください。

※申請時には写真付きの本人確認ができるもの（マ

イナンバーカード、運転免許証など）が必要です。

● 姫路年金事務所では予約相談を実施しています

事前に予約すると

▽必要な書類などについてあらかじめ確認できます

▽待ち時間が少なくスムーズに相談できます

▽相談内容にあったスタッフが、事前に準備のうえ

対応します

※予約相談希望日の1カ月前から前日まで受付して

います。電話をかける際には、年金手帳や年金証書

など基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

全国共通の予約専用受付電話

　　☎0570・05・4890

姫路年金事務所　　  ☎079・224・6382

№44 赤穂地区老人クラブ連合会

国民年金掲示板

11月は 「ねんきん月間」　11月30日 (いいみらい )は 「年金の日」 です！

 市民課　年金担当　☎︎ 43 ・ 6820

駅北長寿会では、クラブ活動としてゲートボー

ル、グラウンドゴルフ、いきいき百歳体操、囲碁・

将棋の４グループが集会所を利用して活動してい

ます。本来の活動だけでなく、活動の合間や活動

後に茶話会などを行い、会員同士の貴重な交流の

場となっています。

囲碁・将棋クラブでは、皆が一心不乱に対局に

打ち込み、４時間ある活動時間も一瞬で過ぎてし

まいます。また、夏には地域の子どもたちとの交

流を思い立ち、「夏休み子供将棋教室」を行いまし

た。７月、８月で計４回開催し、子どもたちも熱

心に参加してくれました。

私たちもつい負けん気が働き、熱くなってしま

う場面もありました。負けて悔しそうな子どもた

ちを見ていると、「やり過ぎたかな」と反省をする

こともありましたが、教室が終わった後、参加し

た児童の母親から感謝の電話をいただき、取り組

んで良かったと満足感を持つことができました。

駅北長寿会　鍋谷晴紀

赤穂市国民健康保険の被保険者証（国保証）は、毎

年12月１日に一斉更新を行います。現在お持ちの国

保証（若竹色）の有効期限は11月30日です。新しい国

保証（藤色）は、11月中旬から国保加入者全員分を世

帯主あてに簡易書留郵便で順次お届けします。

　簡易書留郵便では、受領時に捺印（またはサイン）

が必要となります。なお、配達時にご不在の場合に

は不在通知書が投函されますので、通知書記載の郵

便局へご連絡ください。

● 様式の一部が新しくなります

今年度から兵庫県と共同で国民健康保険を運営し

ているため、国保証の名称に「兵庫県」が加わったほ

か、これまでの「資格取得日」が「適用開始日」に、「保

険者名」が「交付者名」に変わりました。使用方法は

これまでと変わりません。

また、同封するパンフレットも必ずお読みくださ

い。

▽  国民健康保険税を納期内に納付されていない世

帯、または所得申告などの課税資料が未提出であ

る世帯主および被保険者がいる世帯については、

納税相談、申告受付を済まされてから国保証を窓

口交付します（別途、ご案内文書を送付します）。

▽ 納税の状況によっては、通常の国保証ではなく、

有効期限の短い短期被保険者証（短期証）や、被保

険者資格証明書（国保の被保険者であることを証

明するだけのもので、医療機関等ではいったん医

療費の全額を自己負担していただき、後日、医療

介護課国保医療係（市役所１階④番）の窓口で領収

書を添えて申請すれば、患者負担分を除いた額を

払い戻します）の発行を行うことになります。

● 国保証の内容確認を

新しい国保証がお手元に届きましたら、記載事項

を確認し、届出内容や事実と異なるときは国保医療

係へお知らせください。

●有効期限が異なっている場合があります

新しい国保証の有効期限は、原則として平成31年

11月30日です。

▽ 12月以降に75歳を迎え、後期高齢者医療制度に移

行する人については、有効期限が異なります。

▽ 65歳を迎える退職被保険者についても、一般被保

険者に切り替えとなるため、有効期限が異なりま

す。

※ いずれの場合にも、有効期限満了前までに新たな

被保険者証を送付します（手続きの必要な人には、

事前にご案内文書を送付します）。

●紛失などに注意しましょう

　国保証を紛失したり破損・汚損した場合は、国保

医療係の窓口で再交付の申請が必要です（手数料は

無料）。特に外出先で紛失したとき、盗難にあった

ときは、早急に警察にも届出をしてください。

▼  有効期限が切れた旧国保証は、12月１日以降に市

役所または最寄りの公民館までお返しいただく

か、ハサミで刻むなどして各自で確実に破棄して

ください。

将棋を通じて子どもたちとふれあい
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基本課題 施策の方向 実施状況 担当課

男女共同参画につ

いての意識啓発

セクシャル ・ ハラス
メントの防止に向
けた啓発を推進す
る

・ 管理職に対してハラスメント研修を実施し防止に向けた取組みを強化した。

・ 30年度のハラスメントに関する指針策定に向けた準備を行った。
人事課

制度や慣行の見直

し

地域における固定

的な性別役割分担

意識を是正する

・ 男女共同参画市民講座、 男女共同参画フォーラムへの参加を自治会役員に呼びか
けた結果、 男女共同参画フォーラムの男性参加率が大幅に増加した（H29年度
31.2％　H28年度21.9％）

 ・ 全自治会長に対してアンケートを実施し、 自治会活動における男女共同参画意識
を調査するとともに、 参画意識の浸透を図る機会とした。

市民対話課

政策や方針決定の
場への女性の参画
の促進

女性のエンパワー
メントの支援

・ 男女共同参画フォーラムの講師に、 赤穂市出身の女性経営者を招き、 女性のエン
パワーメントの支援、 市民への啓発を行った。

市民対話課

各家庭の状況に応

じた支援の充実

保育サービスや放

課後児童対策の充

実など、 子育て支

援策を推進する

・ 赤穂西校区においてアフタースクールを新設整備した。
・ 尾崎アフタースクールの改修を実施し、 アフタースクールとしての機能向上を図っ

た。
・ 子育て学習センターでのグループ活動を実施し、 親同士のネットワークづくりを支

援した。

生涯学習課

男女共同参画意識

を醸成するための

国際交流と相互理

解の促進

異文化理解や国際

的な人権感覚を育

成する

・外国人指導助手（ＡＬＴ）を積極的に活用し、 英語教育・外国語教育の充実を図った。
・ アートマイル推進事業を実施した。
・ 国際理解サポーターの派遺を行った。

指導課

ドメスティック・

バイオレンス（DV）

根絶のための意識

づくりの促進

DV の防止に向け

た啓発を促進する

・ 関西福祉大学の学生を対象にデートＤＶ講演会を開催し、 デートＤＶ防止への啓発
に努めた。

　実施日　平成２９年１１月１３日　参加者　１０５名（うち学生８５名）
　講　 師　ＮＰＯ法人　女性と子ども支援センター
　　　　　　 ウィメンズネット ・ こうべ　杉山　裕子　氏

市民対話課

女性が働き続ける

ための環境整備

女性の力を最大限

に発揮させる環境

をつくる

・ 兵庫県立男女共同参画センターとの共催により、「出張！女性のための働き方セミ
ナー」を開催し、 女性の再就職を支援した。

市民対話課

性の尊厳について

の意識の浸透と健

康への配慮

性の尊重について

の意識を浸透する

・ ママの集いにおいて、 助産師による家族計画 ・ 女性の身体についてなど生殖に関
する健康教育を実施した。

・ 健康情報を提供するため、 各種パンフレット、 冊子の配布を行った。
保健センター

男女の人権尊重基本目標１

社会における制度や慣行への配慮

政策 ・ 方針決定過程への女性の参画

男女の仕事と生活の調和（ワーク ・ ライフ ・ バランス）の実現

国際社会の取組と協調

男女の互いの性への理解と健康への配慮

配偶者等からの暴力の根絶

女性の職業生活における活躍の推進

赤穂市男女共同参画審議会意見
○ 女性の人権を確立するためにはＤＶの根絶は不可欠である。 ＤＶの防止に向けた啓発活動を引き続き実施するとともに、 若

い男女間で起こるデートＤＶの防止に向け、 教育機関との連携による啓発を充実させる必要がある。

○地域において従来からある制度や慣行を見直し、 地域における固定的な性別役割分担意識を変革する必要がある。

○政策や方針決定過程への女性参画を推進し、 政治分野における女性の参画拡大を図る必要がある。

○審議会等の委員に占める女性の割合を30% に近づけるよう、 引き続き女性の意識的登用を図る必要がある。

○職場における女性の力を最大限に発揮できる環境整備に努める必要がある。

この審議会は、男女共同参画社会の形成に関する重要事項の調査審議をしたり、市の施策の実施状況や苦情の申し出に対

して意見を述べるなどの役割をする市長の付属機関です。

事業実施状況、審議会などの詳しい内容は、市のホームページで公表しています。今後とも皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

みんなで考えよう!! 「産廃」のこと VOL.41

図書館 〜Library〜
ら い ぶ ら り

http://www.ako-city-lib.com

「ぼくがいちばん！すごいで

しょ」　　　　　　サトシン

動物たちが自慢をしていま

す。 なかでもいちばんすごい

のはだれ？ みんなすごい！前

向きな気持ちになれる絵本。

「おばけのソッチぞびぞび

オーディション」　角野栄子

おばけのソッチが ､ こども

ミュージカルのオーディション

を受けることに。 すてきなドレ

スを着て女優さんみたいになり

たいと思いますが…。

「スタイルで選ぶマンション・

インテリアの教科書」

　　　　　町田　ひろ子

インテリア ・ デザインの基礎

知識をはじめ賃貸マンションで

も対応できるさまざまな実例や

アイデアを紹介。

「ブロードキャスト」　

　　　　　　湊　かなえ

陸上の名門校に入学した圭

祐だが中学の同級生に誘われ

放送部に入部することに。 陸

上への未練を感じつつもその

面白さに目覚めていき…。

「
も
う
い
ち
ど
、
本
屋
へ
よ
う
こ
そ
」
／
田
口　

幹
人

「
信
長
は
な
ぜ
葬
ら
れ
た
の
か
」
／
安
部　

龍
太
郎
　

「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
／
田
村　

和
之
　

「
人
生
１
０
０
年
、
自
分
の
足
で
歩
く
」
　

　
　
／
か
じ
や
ま　

す
み
こ

「
子
育
て
の
イ
ラ
イ
ラ
が
ス
ー
っ
と
消
え
る
魔
法
の

絵
本
」
／
加
藤　

史
子

「
外
国
人
観
光
客
を
呼
ぶ
日
本
の
勝
ち
パ
タ
ー
ン
」
　

／
石
井　

至

「
天
才
は
あ
き
ら
め
た
」
／
山
里　

亮
太

「
ほ
ん
の
き
も
ち
」
／
朝
吹　

真
理
子

「
日
傘
を
差
す
女
」
／
伊
集
院　

静

「
熱
血
人
情
高
利
貸
」
／
山
口　

恵
以
子

「
伊
賀
の
キ
ャ
ベ
丸
」
／
川
端　

誠
　
　

「
く
ん
ち
ゃ
ん
の
で
ん
し
ゃ
ノ
ー
ト
」
／
細
田　

守

「
最
強
ア
イ
テ
ム
ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
百
科
」
／
田
代　

脩

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
そ
れ
で
い
い
」
／
宮
崎　

恵
理

「
あ
い
こ
と
ば
は
名
探
偵
」
／
杉
山　

亮

図書館からのお知らせ
“読書の秋”です。読書にチャレンジしてみませんか ‼

●チャレンジ読書実施中！ 

対象期間：10月２日～ 11月30日

“読書通帳”の利用でたくさん本の貯金をしましょう！

※20冊の“貯金”でプレゼントの進呈！

　　（中学生以下は無料で通帳配布）

●絵本講座（後期）
日程等：11月17日 ( 土 ) 午後１時30分～３時 

「絵本に流れる人のこころを味わう」

講　師：関西福祉大学教育学部教授　中道　美鶴 氏

場　所：図書館　２階視聴覚室

●歴史と文学の講座
テーマ：『古代 ･ 中世日本の歴史と文学

渡来人の源流を探る』

第２回 :12月15日 ( 土 )

「桓武天皇と渡来人」

京都女子大学文学部名誉教授  瀧浪 貞子 氏

第３回 :１月19日 ( 土 )

「秦河勝神話にみる千種川流域と信仰」

兵庫大学・共通教育機構教授　金子 哲 氏

※各回とも午後１時30分～３時

場　所：図書館　２階視聴覚室

●問い合わせ先 ： 図書館　４３ ・ ０２７５

～海洋プラスチック問題①～

  第41回は「海洋プラスチック問題」についてご紹介します。

  近年、日本の海岸には、大量の外国語標記の漁具や容器が漂着する等、海洋ごみ問題が深刻になってい

ます。また、漂着するごみだけでなく、海洋中に漂うマイクロプラスチック（５mm 以下の微細なプラスチッ

クごみ）が生態系に与える影響が懸念され、国際的な課題として取り組みを進めています。

日本では、平成30年６月に海岸漂着物処理推進法が改正され、漂流ごみ等の円滑な処理の推進やマイク

ロプラスチック対策について規定されました。また、第４次循環型社会形成推進基本計画が閣議決定され、

その中で中国等による廃棄物の禁輸措置に対応した国内資源循環体制を構築すること等、より一層のプラ

スチックの資源循環を推進していくことが示されました。

（参考：環境省中央環境審議会循環型社会部会（第28回）資料）

環境課　４３・６８２１

基本目標２

基本目標３

基本目標４

基本目標５

基本目標６

基本目標７

基本目標８
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赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎︎４３ ・ ６８７３

●
日
時　

①
11
月
19
日
（
月
）

午
前
11
時
〜
12
時

②
11
月
28
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分

〜
2
時
30
分

●
場
所　

①
有
年
公
民
館

②
赤
穂
西
公
民
館

● 

テ
ー
マ　

健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
〜
口
か
ら
食
事

を
食
べ
る
事
に
つ
い
て
〜

● 

内
容　

①
健
康
寿
命
と
は

②
高
齢
者
の
お
口
の
状
態
、

口
腔
ケ
ア
、
義
歯
の
手
入
れ

な
ど
③
誤
嚥
の
徴
候
④
嚥

下
体
操

●
参
加
費　

無
料
・
申
込
不
要

●
問
い
合
わ
せ
先

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
43
・
８
４
５
７

●
試
験
実
施
日

平
成
31
年
２
月
３
日
（
日
）

●
実
施
場
所

姫
路
獨
協
大
学

他　

県
下
６
会
場

●
試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
全
類
、
丙
種

● 

書
面
申
請
受
付
期
間
お
よ

び
場
所

11
月
30
日
（
金
）

〜
12
月
10
日
（
月
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

 

兵
庫
県
支
部
へ
郵
送
ま
た

は
持
参

な
お
、
電
子
申
請
は
期
間

が
異
な
り
ま
す
。

●
願
書
の
配
布

11
月
初
旬
か
ら

●
願
書
の
配
布
場
所

赤
穂
消
防
署
お
よ
び

上
郡
消
防
署

赤
穂
消
防
署
予
防
課

危
険
物
係
☎
43
・
６
８
８
２

上
郡
消
防
署
庶
務
予
防
係

☎
52
・
５
１
１
９

市
で
は
「
第
２
次
赤
穂
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
や
「
赤

穂
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
全
て
の
人

が
平
等
で
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ

く
り
に
む
け
て
の
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
人
権
・
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
下
記
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
こ

れ
を
機
会
に
男
女
共
同
参
画

社
会
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
す

べ
て
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
入
場
料
は
無
料
で
す
。

●
日
時　

11
月
24
日
（
土
）

【
第
２
部
】
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

● 

内
容　

「
人
権
作
文
・
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
」
コ
ン
テ
ス
ト
表

彰
式
、
講
演
会
＆
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
：
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー　

悠
以

● 

演
題　

「
自
分
ら
し
く
生
き

る
」

　

市
民
対
話
課

人
権
・
男
女
共
同
参
画
係　

☎
43
・
６
８
1
８

11
月
11
日
（
日
）
か
ら
11
月

17
日
（
土
）
は
「
税
を
考
え
る

週
間
」
で
す
。

相
生
税
務
署
は
、
こ
の
期
間

に
小
学
生
の
税
に
関
す
る
書

道
・
ポ
ス
タ
ー
展
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
機
会
に
家
族
で

税
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
展
示
期
間　

11
月
11
日
（
日
）

〜
11
月
17
日
（
土
）

※
店
舗
の
営
業
時
間
中

●
展
示
場
所　

イ
オ
ン
赤
穂
店

　

相
生
税
務
署
総
務
課

☎
23
・
0
3
8
0

県
で
は
、
地
域
の
企
業
等
に

よ
る
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す

る
一
環
と
し
て
、
県
が
管
理
す

る
歩
道
橋
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の

道
路
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
取
得
に
ご
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
企
業
等
の
人
々
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
は
、

安
全
で
安
心
な
道
路
環
境
づ
く

り
へ
の
支
援
と
な
り
ま
す
の

で
、
社
会
貢
献
活
動
を
Ｐ
Ｒ
す

る
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
検
討
く

だ
さ
い
。

●
対
象
施
設

▽
施
設
名
称　

２
５
０
号
新
田
歩
道
橋

▽
路
線
名　

国
道
２
５
０
号

▽
所
在
地　

赤
穂
市
新
田

●
名
称

道
路
施
設
の
名
称
に
、
企
業

名
等
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
名
称
に
は
現
在

の
名
称
（
「
△
△
歩
道
橋
」
等
）

を
含
む
も
の
と
し
ま
す
。

●
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料

萬代総合事務所
～お気軽にご相談下さい～

☎（0791）42-5786　赤穂市尾崎3129-3

破産、調停、民事再生等借金の法的整理
及び貸金売掛金等の法的請求、境界紛争裁判外解決

●登記　　●測量　　●境界紛争　　●成年後見

●許認可　●登録　　●訴訟　　　　●他

司法書士 行政書士 土地家屋調査士

遺品買取・生前整理・片づけ
年中無休 受付９時～19時 秘密厳守 明朗会計

「暮之助に頼んでよかった」をあなたにお約束します

●仏壇処分・ゴミ屋敷・特殊清掃・解体・その他

「もう手に負えない…」⇒今すぐお電話を！

☎0120－281－902
遺品整理士認定協会/有資格者在籍

遺品整理・生前整理のことなら暮之助
く ら の す け 住所：赤穂市高野536-16

☎：07 91- 4 6 - 8 3 2 0

▽ 

１
施
設
当
た
り
年
額
15
万
円

以
上
（
1
万
円
単
位
・
税
別
）

 

・
複
数
の
施
設
へ
の
応
募
が

可
能
で
す
。

 

・
別
途
、
名
称
の
表
示
お
よ

び
抹
消
・
撤
去
に
要
す
る
経

費
を
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

●
契
約
期
間

▽ 

３
年
間
、
４
年
間
、
５
年
間

の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
。

●
募
集
締
切

平
成
31
年
２
月
28
日
（
木
）

●
選
定
方
法

 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料
の
提

示
額
等
に
よ
り
選
定
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
土
整
備
部
土
木
局　

道
路
保
全
課
管
理
班

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
３
５
２
２

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
は
政
府
が
管
掌
す
る

強
制
保
険
で
あ
り
、
労
働
者

（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
を
含

む
）
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い

れ
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
・
規

模
の
如
何
を
問
わ
ず
労
働
保
険

の
適
用
事
業
と
な
り
、
事
業
主

は
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
だ
労
働
保
険
の
加
入
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

は
、
従
業
員
が
安
心
し
て
働
け

る
よ
う
に
、
今
す
ぐ
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

兵
庫
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
参
考
に
姫
路
・
相
生
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
龍
野
公
共
職

業
安
定
所
、
龍
野
公
共
職
業
安

定
所
（
相
生
出
張
所
）
、
龍
野

公
共
職
業
安
定
所
（
赤
穂
出
張

所
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

相
生
労
働
基
準
監
督
署

☎
22
・
１
０
２
０

お知らせ

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」
で
す

催し

人
権
・
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

問問

http://www.yst21.co.jp

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広1370番地１

TEL.0791-43-5328㈹
株式
会社横山サポートテック

詳しくはホームページをご覧ください

廃棄物・ごみに関するお悩みは、

是非当社にご相談ください

産業廃棄物収集運搬処分 一般廃棄物収集運搬処分 資源リサイクル業 総合土木工事業

粗大ごみ引取にお伺いします 店舗定期収集しています

問

お知らせ

小
学
生
の
税
に
関
す
る

書
道
・
ポ
ス
タ
ー
展

催し

い
き
い
き
ラ
イ
フ
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ

お知らせ

平
成
30
年
度
第
3
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

募集

道
路
施
設
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

問
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●
開
催
日
時

 

▽
も
の
づ
く
り
科
、
ビ
ジ
ネ

ス
事
務
科
、
情
報
サ
ー
ビ
ス

科12
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
参
加
料　

無
料

●
募
集
期
間

11
月
1
日
（
木
）

〜
11
月
30
日
（
金
）

●
申
込
み

学
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

申
込
用
紙
に
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
申
込
（
先
着
順
）

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術

専
門
学
院

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

F
A
X

０
７
８
・
９
２
８
・
５
５
１
２

●
日
時　

11
月
26
日
（
月
）

●
場
所　

文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

●
内
容　

①
警
察
官
表
彰　

②
大

会
宣
言　

③
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
担
当☎

43
・
６
８
６
６

赤
穂
警
察
署　

刑
事
課

☎
43
・
0
1
1
0

情報コーナー情報コーナーInformationInformation

11
月
15
日
（
木
）
か
ら
狩
猟

が
解
禁
と
な
り
ま
す
。
狩
猟
に

よ
る
事
故
や
違
反
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
狩
猟
期
間　

11
月
15
日
（
木
）

〜
翌
年
２
月
15
日
（
金
）

 （
ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

に
限
っ
て
翌
年
３
月
15
日

（
金
）
ま
で
）

●
狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

〔
地
域
の
皆
さ
ま
や
入
山
者
の

皆
さ
ま
へ
〕

① 

黄
色
な
ど
明
る
い
色
の
目
立

つ
服
装
で
入
山
し
、
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

他
人
か
ら
見
え
に
く
い
服
装

（
迷
彩
服
等
)
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
白
い
タ
オ
ル
等
を
身
に

着
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
（
シ
カ
と
誤
認
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
）

② 

お
互
い
の
存
在
を
知
ら
せ
る

よ
う
、
複
数
人
で
入
山
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
単

独
で
入
山
す
る
際
は
、
鈴
や

ラ
ジ
オ
等
の
音
の
鳴
る
も
の

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

土
日
、
祝
日
は
た
く
さ
ん
の

狩
猟
者
が
入
山
し
ま
す
の

で
、
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

わ
な
は
非
常
に
危
険
な
の

で
、
わ
な
標
識
が
あ
る
場
合

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〔
狩
猟
者
の
皆
さ
ま
へ
〕

① 

狩
猟
者
は
、
法
令
や
マ
ナ
ー

を
守
り
、
十
分
な
安
全
確
認

や
、
猟
犬
の
管
理
を
徹
底
し
、

住
民
の
皆
さ
ま
に
不
安
や
不

信
感
を
も
た
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

② 

猟
銃
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
場
所
「
鳥
獣
保
護
区
、

休
猟
区
、
特
定
猟
具
禁
止
区

域
（
銃
器
）
、
公
道
等
」
で

は
絶
対
に
銃
猟
を
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③ 

「
わ
な
」
に
は
決
め
ら
れ
た

標
識
を
付
け
、
頻
繁
に
見
回

り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

④ 

他
人
の
土
地
や
森
林
に
立
ち

入
っ
て
、
自
由
に
狩
猟
す
る

権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
地

所
有
者
か
ら
立
ち
入
り
を
断

ら
れ
た
場
合
に
は
、
狩
猟
を

行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
特
に
、
さ
く
等
で
囲
わ

れ
た
土
地
や
、
作
物
の
あ
る

土
地
に
立
ち
入
る
場
合
は
、

土
地
所
有
者
（
占
有
者
）
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

⑤ 

た
き
火
や
タ
バ
コ
の
火
に

は
、
十
分
な
注
意
と
後
始
末

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑥ 

平
成
25
年
度
よ
り
、
ウ
ズ
ラ

が
狩
猟
対
象
鳥
獣
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

⑦ 

国
有
林
野
へ
入
山
す
る
場
合

に
は
、
事
前
に
「
入
林
届
」

を
提
出
し
、
「
入
林
許
可
証
」

の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

（
届
出
先
：
近
畿
中
国
森
林

管
理
局 

兵
庫
森
林
管
理
署
）

⑧ 

平
成
31
年
１
月
６
日
（
日
）

〜
20
日
（
日
）
ま
で
の
間
全

国
一
斉
に
「
ガ
ン
・
カ
モ
調

査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

カ
モ
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し

ま
す
。

光
都
農
林
振
興
事
務
所 

森
林
第
１
課☎

58
・
２
３
４
８

産
業
観
光
課 
農
林
水
産
係

☎
43
・
６
８
４
０

● 

会
員
募
集　

空
い
て
い
る
時

間
内
で
、
あ
な
た
の
力
を
社

会
の
中
で
活
か
し
て
く
だ
さ

い
。
市
内
在
住
の
男
性
60
歳
、

女
性
58
歳
以
上
の
人
、
シ
ル

バ
ー
で
腕
を
振
る
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
色
々
な
仕
事
、
短

時
間
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
新
の
就

業
募
集
状
況
を
載
せ
て
い
ま

す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ぜ
ひ
、
入
会
説
明
会
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
11
・
12
月
の
入
会
説
明
会

日
時 

11
月
28
日
（
水
）

12
月
10
日
（
月
）

12
月
26
日
（
水
）

午
後
1
時
30
分
〜

　

場
所 

セ
ン
タ
ー
事
務
所

●
お
仕
事
承
り
ま
す

▽
施
設
等
の
管
理
業
務
▽
簡

易
な
大
工
仕
事
▽
網
戸
張
替
▽

家
事
手
伝
い
▽
不
用
品
の
処
分

▽ 

人
材
派
遣
等
そ
の
他
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
43
・
７
２
０
０

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
k
o
-
s
j
c
.
j
p

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎ 43・5144　FAX 43・5950
ホームページアドレス　http://www.ako-harmony.jp/

Facebookウェブアドレス
https://www.facebook.com/akoharmony

自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！
主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

☎４３ ・ ５１１１

入場料：前売１，５００円（友の会１，２００円）、当日２，０００円（友の会

　　　 割引なし）  ※未就学児童の入場はご遠慮ください。

11月17日(土)　14：00開演　小ホール  全席自由

入場料：一般１，０００円、高校生以下５００円 ※友の会２割引

           ※4歳未満のご入場はご遠慮ください。

１２月９日(日)　1４：０0開演　小ホール　全席自由

好評発売中木津川計の一人語り劇場　「語る落語」

おもしろミュージックスクールVol.24　

赤穂義士祭「オペラ歌手夢の紅白歌合戦」

赤穂市文化会館をご利用の際は、当館駐車場への駐車を
お願いいたします。特に、フレスポ赤穂の駐車場には

絶対に駐車しないようにしてください。
当館の駐車場は台数に限りがありますので、
公共交通機関をご利用の上お越しください。

近隣の商業施設への駐車はおやめください

好評発売中

桂米朝十八番から「質屋蔵」「鹿政談」「千両みかん」「天狗裁き」を語ります。

曲目：オペレッタ「こうもり」より“チャルダッシュ”

　　 歌劇「忠臣蔵」より 大石内蔵助のアリア“命を惜しむ者に用はない”　ほか　

問

問

山崎喜代志法律事務所山崎喜代志法律事務所
弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から

10年が取替の目安です

住宅用火災警報器・
消火器の使用期限は製造年から

10年が取替の目安です
悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!悪徳業者による消火器の処分・点検にはご注意を!!

不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～

㈱ 播 州 商 会
赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

お知らせ

11
月
15
日
か
ら
狩
猟
解
禁

募　集

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技

術
専
門
学
院
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
身
体
障
が

い
の
あ
る
人
対
象
）

参
加
者
募
集

広
報
あ
こ
う
10
月
号
27
頁

の
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
中

の
「
10
月
23
日
（
火
）
物
忘

れ
健
康
相
談
」
の
問
い
合
わ

せ
先
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）
（
地
セ
）

（
正
）
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
　

☎︎
42
・
１
２
０
１

催し

赤
穂
市
地
域
安
全市
民
大
会

ヘルプマークを見かけたら

・ 電車などで、席をお譲

りください！

・ 商業施設などで、声をか

けるなどのご配慮を！

・ 災害時は、避難の手助

けを！

県
庁
に

「
塩
の
国
」
産
ー
塩し
お

叺
か
ま
す

ー

を
展
示
し
て
い
ま
す

１０
月
か
ら
１２
月
末
ま
で
県
庁
２
号
館

ロ
ビ
ー
に
、
赤
穂
海
浜
公
園
「
塩
の

国
」
産
の
塩
を
入
れ
た
叺
（
か
ま
す
）

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
お
寄

り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問

広告

20No.803  2018年11月21 No.803  2018年11月



11/10～12/14健康・相談

人口の動き（9月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,407 戸 （－ 8）

人口 47,921 人 （－ 39 ）

男 23,158 人 （－ 23 ）

女 24,763 人 （－ 16 ）

 （　）内は前月比
◎9月中の異動

出生 20 人（－ 10 ） 転出 73 人（－ 39 ）

死亡 51 人（＋ 4 ） その他増 0 人（－ 4 ）

転入 65 人（－ 2 ） その他減 0 人（－ 4 ）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況

区分 8月 平成30年累計

発生件数 102（－ 10） 941（－ 100）

　人身 16（＋ 2） 121（－ 60）

　物損 86（－ 12） 820（－ 40）

死者 0（± 0） 0（－ 3）

重傷 0（－ 3） 3（－ 20）

軽傷 18（＋ 5） 153（－ 59）

 （　）内は前年比

火災・救急状況

区分 8月 平成30年累計

火災 1（＋ 1） 14（－ 1）

救急 170（＋ 15） 1579（＋ 97）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは

 ☎︎43・6899 まで

� �� �� �

11月

10
●行政書士 ・ 司法書士 ・ 土地家屋調査士無料相談 

　10 ： 00 ～ 12 ： 00　 市民対話課　☎︎43 ・ 6818

11

12 ●人権相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

13 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

14
●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●2歳児歯科健診（H28年4月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

15 ●国民年金相談 13 ： 30 ～ 16 ： 00 

16

17
●司法書士による法律相談　9 ： 30 ～ 12 ： 00 

　 市民対話課　☎︎43 ・ 6818

18  
杉口整形外科 ☎︎ 45 ・ １４５１
9 ： 00 ～ 17 ： 00

19

20

●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

●女性問題専門相談（要予約） 13 ： 00 ～ 16 ： 00 

　 市民対話課　☎︎43 ・ 6818

● HIV ・ 肝炎相談（前日までに要予約 ) 13 ： 20 ～ 14 ： 40 

21
●心配ごと相談（弁護士 ・ 要予約）　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●1歳6か月児健診（H29年４月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

22

23  
赤穂記念病院　加里屋診療所 ☎︎ 43 ・ ２７１７
9 ： 00 ～ 17 ： 00

24

25  
正木医院 ☎︎ 45 ・ ３５５５
9 ： 00 ～ 17 ： 00

26

27

●行政相談（相談委員） 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●知的障がい者相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

●もの忘れ健康相談（要予約） 13 ： 00 ～ 15 ： 00 

 　 地域包括支援センター　☎︎４２ ・ １２０１

28

●精神障がい者相談 10 ： 00 ～ 12 ： 00 

●ベビーレッスン　13 ： 00 ～ 13 ： 30 

●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●こころの相談（要予約） 13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

29

30 ●キッズさろん　13 ： ３0 ～ 15 ： ０0 

保育所子育て 赤穂☎︎42・3368 塩屋☎︎42・0323 尾崎☎︎42・2297
　電話相談 御崎☎︎42・3338 坂越☎︎48・8458 有年☎︎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎︎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎︎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）  (随時） ☎︎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター  （火～金 13:00～16:00祝日除く） ☎︎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課 予約☎︎43・6818
心配ごと相談　社会福祉協議会 予約☎︎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎︎0791・63・5146

市役所　（代表） ☎︎43・3201

総合福祉会館 ☎︎42・1397

市民会館 ☎︎43・7450

問 い 合 わ せ 先

保セ 保健センター（すこやかセンター内） ☎︎46・8701

地域活動支援センター ☎︎48・1615

赤穂健康福祉事務所 ☎︎43・2321

12月

1

2  
三木内科 ☎︎ 42 ・ 1771
9 ： 00 ～ 17 ： 00

3

4
●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

● HIV ・ 肝炎相談（前日までに要予約） 13 ： 20 ～ 14 ： 40 

5

●農地相談　10 ： 00 ～ 11 ： 30　農業委員会

●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●こころの相談（要予約） 13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●3歳児健診（H27年6月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

6

7
●健康相談 9 ： 00 ～ 11 ： 00 

●子育て応援隊さろん　13 ： 00 ～ 15 ： 00 

8
●行政書士 ・ 司法書士 ・ 土地家屋調査士無料相談 

　10 ： 00 ～ 12 ： 00　 市民対話課　☎︎43 ・ 6818

9  
梶原外科 ☎︎ 42 ・ 9934
9 ： 00 ～ 17 ： 00

10 ●人権相談 13 ： 00 ～ 16 ： 00 

11 ●保育所子育て電話相談　10 ： 00 ～ 16 ： 00　各保育所

12
●心配ごと相談　13 ： 00 ～ 17 ： 00 

●2歳児歯科健診（H28年5月生） 13 ： 30 ～ 14 ： 30 

●法律相談（要予約） 13 ： 30 ～ 16 ： 30 

13 ●子育てカウンセリング　13 ： 30 ～ 16 ： 00　子育て学習センター

14
●献血（市役所） １0 ： 00 ～ 15 ： ３0 

●栄養相談（前日までに要予約） 9 ： 30 ～ 11 ： 30 

 
渡辺内科小児科医院 ☎︎ 42 ・ ３８８４
9 ： 00 ～ 17 ： 00

 

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

家庭や事業所から排出された「汚水」の処理方法については、以前紹介しましたが、今回は下水道のもう

一つの役割である「雨水」の排除について紹介します。

近年、台風等による大雨や集中豪雨が増え、今年は特に日本各地で猛威を振るいました。その様な大雨

の際に市街地の浸水を防ぐために、雨水の排水施設が市内に10カ所あります。施設より上流側の水位が上

昇すると、ポンプを運転し雨水を海や川に排除することで、市街地を浸水から守っています。

また、身近に出来る浸水対策として、市では雨水貯留タンクを設置するための費用の一部を助成してい

ます。雨水貯留タンクは、建物に降った雨水を一時的に貯めることで、一度に流れ出す雨水の量を減らし、

排水施設や水路の負担を軽減します。手続きなどについて、詳しくは下水道課までお気軽にお問い合わせ

下さい。(下水道課 ☎︎45・2263)                                                          (H)

「浸水から“まち”を守る下水道」

３市町合同縁結びパーティーを開催します
恋人たちの聖地レマーニで、素敵な出会いをみつけませんか？

（東備西播定住自立圏形成推進協議会）

市民対話課 定住推進担当　☎︎４３ ・ ６８１２

恋活イベント　アモーレ in レマーニ

●日時　12月９日（日）午前11時30分〜午後５時30分

●場所　 地ビールレストラン　レマーニ

　　　　（岡山県備前市吉永町岩崎７４１番地）

●募集人数　男性50名　女性50名

● 募集要件　年齢は男女とも25歳～ 45歳の独身者

（男性は、赤穂市、備前市、上郡町に在住もしくは

在勤、または３市町に移住を考えている人。女性

は地域制限なし）

● 参加費　男女ともに３，０００円（飲食代含む）

●申込締切り　11月30日（金）午後５時まで

● 申込方法　下記まで、電話、ＦＡＸまたは郵送

にてお申し込みください。

電話：０８６９・６４・１８７８

ＦＡＸ :０８６９・６４・３８４５

メール：koikatsu@city.bizen.lg.jp

郵送：〒７０５-８６０２

備前市東片上１２６

備前市市長公室企画課 宛

赤穂駅南自転車駐車場の利用休止のお知らせ
産業観光課　☎︎４３ ・ ６８３８

赤穂駅南自転車駐車場は、播州赤穂駅等を利用する自転車利用者の駐車場として利用いただいていまし

たが、システム設備等の不具合により利用していただくことが難しくなったため、平成30年12月１日（土）

から利用を休止します。

利用者の皆さまには、ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

●利用を休止する施設　赤穂駅南自転車駐車場

赤穂市加里屋２９０番地１０（プラット赤穂西隣）

●利用を休止する日　12月１日（土）から

※赤穂駅北自転車駐車場は、これまでどおりご利用いただけます。

問

問
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◆表紙の説明◆　今月の表紙は「高雄小学校の稲刈り」の様子で

す。今年の夏は大雨や台風で、高雄小の田んぼも一度は水に浸か

りましたが、地域の皆さまの見守りもあり見事復活！！無事に収

穫を迎えることができました。稲刈り当日は晴天に恵まれ、全校

生徒で「１本の稲穂も残さずに！」を合言葉に丁寧に収穫しました。

（10／ 18　高雄）

▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは11月22日（木）、
　広報あこうは12月７日（金）の発行予定です。

▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　10月７日・８日の両日、今

年も「ル・ポン国際音楽祭2018

赤穂・姫路」の赤穂公演が行わ

れ、世界一流のアーティスト

の演奏で満員の観衆を魅了し

ました。「音楽」に心揺さぶられ

る時間を演出し、最終日には

ボランティアスタッフや子ど

もたちとの交流会で笑顔あふ

れる時間を過ごしてくださっ

たアーティストの皆さまに改

めて感謝いたします。

　まさに芸術の秋で幕を開け

た10月ですが、週末ごとにお

天気にも恵まれ、運動会や秋

祭りで各地域が賑わった月と

なりました。そんな中、いの

ひそかな楽しみは、「栗の渋皮

煮」を自分で作ることです。あ

の栗の鬼皮を無になって剥く

時間が好きなんです（もちろん

食べることも好きです！）今年

も綺麗に出来上がった栗を眺

めつつ（食べつつ？！）満月を

見上げる夜は、やはり食欲の

秋！！です（笑）。い

▪編集後記▪

各コンテンツの視聴に関して 　

　Facebook・YouTube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロードおよび視聴にかかる通信料は自己

負担となります。ご利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますのでご注意ください。

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako

朝食を食べよう！

朝食を食べない人の割合は年々増え、特に20 ～ 30代の男性で多く

なっています。まずは、果物など手軽な朝食から始めてみましょう。

作り方

① さつまいもは洗い、厚めに皮をむく。茹でやすいように同じ大

きさに切りそろえ、水につけて30分ほどさらす。

② 鍋に芋と新しい水をたっぷり入れ、中火にかけて柔らかくなる

まで茹で、ザルに上げて水気をきる。熱いうちに裏ごしする。

③ 別の鍋に水２カップを入れ、粉寒天をふり入れ、強火にかけた

ら②の芋、砂糖、塩を加えてよく混ぜてから火を止める。甘納

豆を散らし入れてひと混ぜし、水でぬらした流し缶に移し、粗

熱がとれたら冷蔵庫で冷やし固める。

さつまいも・・・・・ 約400g

粉寒天・・・・・・・・ ４g

砂糖・・・・・・ 100 ～ 130g

材　料（８人分）

（料理協力：赤穂市いずみ会）

芋ようかん

手作りおやつ

* １人分栄養素 *　エネルギー 150kcal  塩分 0.1g

すくすく育て！わが家のホープすくすく育て！わが家のホープ

平成29年２月６日生まれ

服
は っ と り

部　稜
りょう

ちゃん

父・多朗さん　母・みちるさん

平成29年12月25日生まれ

ちゃん

父・康孝さん　母・翔子さん

平成28年３月19日生まれ

ちゃん
加里屋

廣
ひ ろ い し

石　奏
か な と

人
片浜町

廣
ひ ろ い し

石　咲
さ く と

人

塩・・・・・・・・・・ 少々

甘納豆・・・・・・・・ 適量

水・・・・・・・・ ２カップ


